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5
月
市
会
は
、
た
た
か
い
の
中
で
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
そ
の
一
つ
が
、
京
都
市
美
術
館
の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（「
空
（
く
う
）
に
か
け
る
階
段
'88
―
Ⅱ
」）

を
切
断
し
撤
去
す
る
問
題
で
す
。
作
者
の
富
樫
実
さ
ん
は
「
作

品
の
切
断
に
は
同
意
し
ま
せ
ん
」
の
文
書
を
提
出
。
彫
刻
家
協

会
の
決
議
な
ど
、
多
く
の
美
術
関
係
者
が
抗
議
行
動
を
起
こ
し
、

党
議
員
団
も
「
前
代
未
聞
の
暴
挙
。
到
底
認
め
ら
れ
な
い
」
と

論
戦
す
る
中
で
、
市
は
い
っ
た
ん
切
断
工
事
は
「
立
ち
止
ま
っ

て
」、
保
存
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
表
明
。
市
民
の
粘
り
強
い

運
動
が
〝
切
断
撤
去
〞
を
中
断
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
違
法
民
泊
」
問
題
で
す
。「
違
法
民
泊
に
よ
っ

て
く
ら
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
壊
さ
れ
る
」
と
自
治
連
な
ど
が

議
員
団
に
相
談
。
自
治
連
が
ま
と
ま
っ
て
陳
情
を
出
す
な
ど
市

政
に
迫
る
た
た
か
い
が
広
が
る
中
で
、
党
議
員
団
は
5
月
17
日

被
害
の
大
き
い
東
山
区
・
六
原
学
区
に
入
っ
て
実
態
調
査
、
京

都
市
に
「
違
法
民
泊
」
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
三
つ
目
に
、
高
浜
原
発
4
号
機
の
再
稼
働
で
す
。
関
西
電
力

京
都
支
店
包
囲
の
抗
議
行
動
な
ど
が
連
日
行
わ
れ
、
周
辺
自
治

体
か
ら
も
安
全
性
や
避
難
計
画
へ
の
不
安
、
使
用
済
み
核
燃
料

最
終
処
分
場
も
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
懸
念
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
稼
働
を
強
行
。
と
こ
ろ
が
市
は
、

こ
れ
に
対
し
て
懸
念
の
表
明
も
説
明
も
求
め
て
お
ら
ず
、
市
民

の
命
を
守
る
自
治
体
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

市民のたたかいと結んで
市政を動かす

６月11日　 「民泊」問題を考えるつどい
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京
都
市
内
で
は
現
在
、
旅
館
業
法
の
許
可

を
受
け
ず
に
営
業
す
る
「
違
法
民
泊
」
が
急

増
し
、
あ
ち
こ
ち
で
地
域
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
市
会
議
員
団
で
は
、「
民
泊
」
事
業
者

と
の
交
渉
方
法
や
京
都
市
の
条
例
を
解
説
し

た
「
住
民
の
た
め
の
『
民
泊
』
対
応
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
5
月
17
日
に
は
、
議
員
団
と
し
て
民
泊
施

設
が
急
増
し
て
い
る
東
山
区
の
六
原
学
区
で

現
地
調
査
。
同
学
区
で
は
、
2
0
1
4
年
の

時
点
で
16
カ
所
だ
っ
た
宿
泊
施
設
が
、
２
０

１
７
年
3
月
末
の
時
点
で
48
カ
所
に
増
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
回
の
調
査
で
、
工
事

中（
6
カ
所
）、
申
請
中
（
12
カ
所
）、
許
可
無

し
営
業
中
の
「
違
法
民
泊
」（
13
カ
所
）
な
ど
、

48
カ
所
の
許
可
施
設
以
外
に
「
未
許
可
」・

激
増
の
実
態
が
明
ら
か
に
。

 

― 
東
山
区
・
民
泊
実
態
調
査 「
過
半
数
で
従
業
員
不
在
」

美
術
家
と
市
民
の
運
動
が
市
政
を
動
か
す

 

美
術
館
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
切
断
撤
去
問
題

京都が京都でなくなる「違法民泊」 激増で 「住みにくい街」 に
　
京
都
市
美
術
館
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
空
に

か
け
る
階
段
'88
―
Ⅱ
」
を
京
都
市
が
10
個
に

切
断
し
、
撤
去
し
よ
う
と
し
た
問
題
で
、
多

く
の
美
術
家
や
市
民
ら
が
抗
議
行
動
を
広
げ

る
中
、
切
断
工
事
が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
彫
刻
は
、
市
が
88
年
に
富
樫
実
氏
（
市

文
化
功
労
者
・
市
内
在
住
）
に
２
千
万
円
で

制
作
を
依
頼
。
高
さ
11
メ
ー
ト
ル
も
の
花
こ

う
岩
で
作
成
さ
れ
、
市
民
や
観
光
客
に
親
し

ま
れ
て
き
た
大
変
貴
重
な
彫
刻
で
す
。

　
反
対
運
動
を
無
視
し
、
５
月
９
日
、
市
が

工
事
に
着
手
し
た
た
め
、
京
都
彫
刻
家
協
会

が
市
会
に
切
断
撤
去
の
中
止
な
ど
を
求
め
る

陳
情
書
を
提
出
。
同
会
や
京
都
市
美
術
館
問

題
を
考
え
る
会
な
ど
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

位
置
に
カ
フ
ェ
建
設
を
計
画
し
て
い
た
問
題

な
ど
市
長
に
対
し
抗
議
。
党
議
員
団
も
「
緊

急
声
明
」
を
発
表
し
抗
議
す
る
な
か
、
５
月

11
日
、
市
は
文
化
環
境
委
員
会
の
陳
情
審
査

（
５
月
24
日
）
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
抗
議
の
声
が
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
中
、
５
月
23
日
、
富
樫
氏
本
人
が

「
分
割
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
ま
せ
ん
」

と
の
文
書
表
明
を
提
出
。
党
議
員
は
直
後
の

文
化
環
境
委
員
会
で
切
断
撤
去
中
止
を
求
め

ま
し
た
。
他
会
派
か
ら
も
批
判
的
な
意
見
が

続
出
し
、
市
は
、「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た

い
」
と
答
弁
、
切
断
工
事
は
一
旦
中
断
さ
れ

ま
し
た
。
美
術
家
や
市
民
ら
の
ね
ば
り
強
い

運
動
が
京
都
市
政
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、「
見
解
」
を
発
表
し
、「
移

設
あ
り
き
、
切
断
あ
り
き
」
の
方
針
を
撤
回

し
、
専
門
家
や
関
係
者
の
意
見
を
幅
広
く
聞

き
、
保
存
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

「
無
許
可
」
と
思
わ
れ

る
宿
泊
施
設
が
、
確
認

さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も

31
カ
所
あ
り
ま
し
た
。

　
許
可
を
得
て
い
る
施

設
で
も
、
出
入
り
す
る

カ
ギ
の
形
状
が
「
番
号

キ
ー
」
や
「
I
C
カ
ー

ド
キ
ー
」
な
ど
、
鍵
の

受
け
渡
し
を
必
要
と
し
な
い
施
設
が
20
カ
所
、

常
駐
の
従
業
員
が
不
在
で
、
対
面
で
の
受
け

付
け
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
施
設
が
25
カ
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　
住
民
へ
の
聞
き
取
り
で
「
夜
中
に
大
き
な

音
が
し
た
り
、
間
違
え
て
我
が
家
の
チ
ャ
イ

ム
を
鳴
ら
し
た
り
」「
誰
が
オ
ー
ナ
ー
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
ど
こ
に
言
え

ば
良
い
の
か
わ
か
ら
ず
不
安
」
な
ど
、
宿
泊

施
設
の
急
増
で
、
住
み
に
く
い
街
に
な
っ
て

し
ま
う
の
を
心
配
す
る
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　５月市会では、このような市民
からの強い世論に押される形で、
市長も「違法民泊への対策を強め
る」と答弁せざるをえなくなり、
市会では「違法民泊対策」の強化
を求める決議が、全会一致で可決
しました。

「違法民泊対策」の
強化を求める意見書が
全会一致で可決

民泊の現地調査

▲

美術館前の抗議行動（京都民報社提供）

モニュメント「空にかける階段'88-Ⅱ」
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　「
5
0
0
円
で
一
日
中
バ
ス
の
乗
り
降
り

自
由
」と
い
う
、便
利
さ
と
お
得
感
で
、市
民

と
観
光
客
に
大
人
気
の
「
市
バ
ス
・
京
都
バ

ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
」。
京
都
市
交
通
局

は
、
こ
の
カ
ー
ド
の
良
さ
を
い
っ
ぺ
ん
に
投

げ
捨
て
て
し
ま
う
「
バ
ス
一
日
乗
車
券
」
の

値
上
げ
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
局
は
、

値
上
げ
を
検

討
す
る
「
懇

話
会
」
を
6

月
に
立
ち
上

げ
、
８
月
に

も
結
論
を
出

し
、
年
度
内

（
3
月
末
）

に
も
値
上
げ
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。

　
市
バ
ス
事
業
は
13
年
連
続
黒
字
が
続
い
て

お
り
、
過
去
の
累
積
赤
字
も
解
消
し
て
い
ま

す
。
黒
字
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
値
上
げ

で
市
民
に
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
道
理

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
日
乗
車
券
の
年
間
発
行
枚
数
は
、
過
去

15
年
間
で
1
0
0
万
枚
か
ら
6
1
4
万
枚
と

大
幅
に
増
え
、
バ
ス
事
業
の
黒
字
化
と
公
共

交
通
優
先
の
「
歩
く
ま
ち
京
都
」
づ
く
り
に
、

多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
こ
の
乗
車
券
の

魅
力
を
、
値
上
げ
に
よ
っ
て
無
く
し
て
し
ま

え
ば
、
バ
ス
経
営
の
面
か
ら
も
歩
行
者
優
先

の
京
都
市
の
方
針
か
ら
も
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

　
党
市
会
議
員
団
は
、
4
月
24
日
、
京
都
市

に
対
し
、
値
上
げ
検
討
の
撤
回
を
求
め
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
京
都
市
は
、「
市
･
府
民
税
の

特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て

普
通
郵
便
で
事
業
所
に
送
付
。

そ
の
う
ち
2
件
（
3
人
分
）
を

誤
っ
て
送
付
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

等
の
個
人
情
報
が
第
三
者
に
知

り
う
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

通
知
書
は
4
万
９
３
４
６
事
業

所
（
39
万
４
１
２
１
人
分
）
に

対
し
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
、
事
業
者
か
ら
の
通
報
に
よ

り
初
め
て
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
2
件
以
外
に
誤
り
が

無
か
っ
た
の
か
ど
う
か
も
明
確

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
全
国
の
自
治
体
で
も
同
様
の

誤
送
付
が
起
き
て
お
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
新
た
な
危
険

と
矛
盾
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
関
西
電
力
は
、
5
月
17
日
、
高
浜
原
発
４

号
機
の
再
稼
働
を
強
行
し
ま
し
た
（
６
月
６

日
に
は
３
号
機
も
）。
高
浜
原
発
は
、
今
年

1
月
、
工
事
用
の
大
型
ク
レ
ー
ン
が
倒
れ
、

核
燃
料
保
管
の
建
屋
を
損
傷
す
る
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

　
3
・
4
号
機
は
、
ウ
ラ
ン
・
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ

Ｘ
）
燃
料
を
使
う
「
プ
ル
サ
ー
マ

ル
」
発
電
で
、
制
御
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
不
安
は

何
一
つ
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

党
議
員
団
は
、
京
都
市
に
国
と
関

西
電
力
に
再
稼
働
を
中
止
す
る
よ

う
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　「
守
ろ
う
!
敬
老
乗
車
証
連
絡
会
」

は
、
６
月
４
日
宣
伝
カ
ー
2
台
に
よ

る
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
一
円

20
カ
所
で
宣
伝
。
署
名
活
動
を
行

い
、
延
べ
１
２
９
人
が
参
加
、
各
所

で
党
議
員
も
訴
え
ま
し
た
。
市
民
か

ら
「
乗
る
た
び
に
負
担
で
は
、
安
心

し
て
出
か
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
一
日
乗
車
券
の
値
上
げ
は
許
さ
な
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
漏
洩
に
関
し
て
申
し
入
れ

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
は
中
止
を

市
民
の
不
安
は
置
き
去
り
の
ま
ま

 

高
浜
原
発
４
号
機
の
再
稼
働
強
行

敬
老
乗
車
証
を
守
れ
！ 
市
内
一
円
リ
レ
ー
宣
伝

市内一円リレー宣伝（ 6月 4日）

バス一日乗車券値上げ反対の申し入れ
（ 4月24日）

高浜原発再稼働反対を求める申し入れ
（5月16日）

5月30日、マイナンバーの記載を中止するよう申し入れ

市民の声を聞く命・くらし優先の市政に
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5 5 月 19 日

西野 さち子 議員

西野さち子議員は、５月19日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

違
法
民
泊
を
な
く
し
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し

の
京
都
を
／
介
護
が
必
要
な
方
に
必
要
な
介
護
を

憲
法
違
反
の 「
共
謀
罪
法
案
」 

に

反
対
を

　
西
野
議
員
は
、「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
法
案
、

い
わ
ゆ
る
「
共
謀
罪
」
法
案
に
つ
い
て
、
犯
罪

行
為
が
な
く
て
も
、
相
談
・
計
画
し
た
だ
け
で

処
罰
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
内
心
の
自
由
や
思

想
・
良
心
の
自
由
を
保
障
し
た
憲
法
第
19
条
に

違
反
す
る
と
厳
し
く
批
判
。
多
く
の
一
般
国
民

が
盗
聴
や
監
視
の
対
象
と
な
り
、
も
の
言
え
ぬ

監
視
社
会
を
つ
く
る
現
代
版
「
治
安
維
持
法
」

で
あ
る
と
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
答
え
ず
、
理
事
者
は
「
国
会
に
お
い

て
十
分
議
論
し
、
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

高
浜
原
発
の
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い

　
西
野
議
員
は
、
高
浜
原
発
４
号
機
の
再
稼
働

に
つ
い
て
、
今
年
１
月
の
ク
レ
ー
ン
倒
壊
に
よ

る
核
燃
料
保
管
の
建
屋
を
壊
す
事
故
に
加
え
、

免
震
棟
は
未
完
成
、
フ
ィ
ル
タ
ー
付
ベ
ン
ト
は

未
設
置
、
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
の
目
途
も

全
く
立
た
っ
て
い
な
い
こ
と
、
原
発
事
故
を
想

定
し
た
避
難
計
画
や
訓
練
も
全
く
不
十
分
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
の
認
識
を
質
し
、
再
稼
働
反
対
の
声
を
あ
げ

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
中
長
期
的
に
は
脱
原
発
依
存
」

と
従
来
の
答
弁
を
繰
り
返
す
だ
け
で
、
高
浜
原

発
再
稼
働
に
関
し
て
指
摘
し
た
具
体
的
課
題
に

つ
い
て
は
、
な
ん
ら
答
弁
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
保
険
の
改
悪
を
許
す
な

　
西
野
議
員
は
、
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
総
合

事
業
に
よ
っ
て
、
生
活
支
援
型
ヘ
ル
パ
ー
が
不

足
し
て
い
る
問
題
を
指
摘
、
事
業
所
運
営
が
困

難
に
な
ら
な
い
よ
う
に
総
合
事
業
前
と
同
じ
報

酬
に
戻
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
進
ん
で
い
る
」「
サ
ー
ビ
ス
に
見
合
っ
た
適

切
な
報
酬
体
系
で
あ
り
見
直
す
考
え
は
な
い
」

と
開
き
直
り
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
よ

り
「
利
用
料
の
３
割
負
担
」
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
を
紹
介
、
介
護

が
必
要
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
利
用
に
踏
み

切
れ
な
い
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
や
め
１
割
負
担
で
の
サ
ー
ビ
ス

を
保
障
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
介
護
保
険
法
に
定
め
ら

れ
た
措
置
、
負
担
の
公
平
性
か
ら
も
本
市
独
自

に
利
用
者
負
担
を
１
割
と
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
２
０
１
５
年
の
改
悪
で
、
利

用
料
１
割
か
ら
２
割
に
な
っ
た
方
で
、
サ
ー
ビ

ス
を
減
ら
し
た
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

退
所
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、

さ
ら
に
３
割
へ
の
負
担
増
が
狙
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
批
判
。
京
都
市
と
し
て
利
用
料
の
軽
減
策

を
と
る
と
同
時
に
介
護
保
険
制
度
の
度
重
な
る

改
悪
に
対
し
て
、
国
に
反
対
の
声
を
上
げ
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
「
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う

保
険
料
の
上
昇
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
持
続

可
能
と
す
る
た
め
の
も
の
」「
全
国
一
律
の
制

度
で
、
利
用
者
負
担
の
割
合
を
本
市
独
自
に
変

更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
冷
た
い
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

職
員
体
制
を
強
化
し
、 

「
違
法
民
泊
」 

な
く
せ

　
西
野
議
員
は
、「
違
法
民
泊
」
の
急
増
で
、

京
都
の
町
が
変
貌
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
実
態
を
リ
ア
ル
に
紹
介
。
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
京
都
市
は
各
区

役
所
11
カ
所
90
人
体
制
で
あ
っ
た
民
泊
対
応
を

含
む
医
療
衛
生
部
署
を
１
カ
所
18
人
に
集
約
し

た
こ
と
に
よ
り
、
現
状
は
一
層
深
刻
に
な
っ
て

い
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京

都
市
が
許
可
を
し
た
簡
易
宿
所
周
辺
で
も
、
帳

場
が
無
い
、
緊
急
連
絡
先
が
不
明
な
ど
、
実
際

の
運
営
で
明
ら
か
に
違
反
し
て
い
る
施
設
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
、
違
反
が
あ
れ
ば
許
可
を
取
り
消
す
な

ど
、
対
応
が
で
き
る
職
員
体
制
の
充
実
、
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
指
導
を
行
う
べ
き
施
設
等
も
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
各
区
役
所
に

あ
っ
た
衛
生
課
の
業
務
を
医
療
衛
生
セ
ン
タ
ー

に
集
約
化
し
、「
民
泊
対
策
に
特
化
し
て
柔
軟

で
機
動
的
で
強
力
な
取
り
組
み
が
可
能
な
体
制

を
構
築
し
た
」
と
強
弁
、「
違
法
民
泊
」
が
事

実
上
野
放
し
状
態
と
な
っ
て
い
る
実
態
と
は
か

け
離
れ
た
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
は
見
直
し
を

　
西
野
議
員
は
、
市
営
住
宅
の
公
募
状
況
が
、

平
均
で
７
・
６
倍
な
ど
非
常
に
高
い
一
方
で
、

空
き
部
屋
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
住

宅
を
必
要
と
す
る
方
の
住
居
の
安
定
確
保
に
向

け
て
、
遅
れ
て
い
る
耐
震
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
も
含
め
改
修
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
旧
改
良
住
宅
に
つ
い
て
、
集
約
化
し
た

後
、
活
用
の
具
体
的
計
画
が
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
建
て
替
え
を
行
い
市
営
住
宅
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
、
管
理
戸
数
を
減
少
さ
せ
な
い
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
局
長
は
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
整
備
を
行
っ
て
い
く

が
、
新
た
に
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
考
え
は
な

い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
西
野
議
員
は
、
公
私
負
担
区
分
を
見

直
し
、
シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
や
低
く
安
全
な
浴
槽

へ
の
取
替
え
等
の
改
修
を
求
め
ま
し
た
が
「
本

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
現
状
で
は
困

難
」
と
要
求
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
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教
育
の
自
主
性
を
守
り
教
育
条
件
整
備
を

公
立
保
育
所
、区
役
所
業
務
な
ど
公
務
の
民
間
化
は
や
め
よ

ほり 信子 議員

ほり信子議員は、５月19日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

「
教
育
勅
語
」
は
失
効
し
て
い
る

　
ほ
り
議
員
は
、
教
育
勅
語
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
を
侵
略
戦
争
に
駆
り
立
て
る
精
神
的
支

柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
強
調
。

戦
後
教
育
の
原
理
で
あ
る
「
民
主
主
義
と
平
和

主
義
」
に
反
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
公
教
育
か

ら
排
除
・
失
効
し
た
も
の
と
い
う
事
実
に
対
す

る
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、「
現
在
、
時
代
背
景
を
理
解
す

る
た
め
の
教
材
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
発
達
段
階
に
即
し
た
適
切
な
取
り
扱

い
と
な
る
よ
う
指
導
助
言
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ほ
り
議
員
は
、
改
訂
学
習
指
導
要
領

が
、
子
ど
も
の
人
間
性
や
能
力
に
立
ち
入
り
、

教
員
の
自
主
性
を
奪
う
も
の
で
あ
る
と
批
判
。

学
習
指
導
要
領
は
参
考
に
留
め
、
教
育
条
件
整

備
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

　
ほ
り
議
員
は
、
政
令
指
定
都
市
の
多
く
で
、

市
町
村
民
税
の
非
課
税
や
減
免
、
国
民
年
金
の

免
除
、
国
保
の
減
免
・
猶
予
な
ど
を
、
就
学
援

助
の
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
、
毎
年
就
学
援

助
制
度
の
書
類
を
配
布
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
認
定
基
準
の
対
象
を
広
げ
、
毎
年
進
級
時

に
、
制
度
の
案
内
を
配
布
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
新
入
学
学
用
品
費
は
入
学
準
備

に
間
に
合
う
よ
う
に
支
給
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　
教
育
長
は
、「
新
入
学
用
品
費
は
制
度
の
充

実
に
向
け
検
討
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

「
教
職
員
の
働
き
方
」 

の
改
善
を

　
ほ
り
議
員
は
、
京
都
市
立
小
中
学
校
の
「
運

動
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
子
ど
も
た
ち
の

健
康
面
だ
け
で
な
く
、
教
師
の
超
勤
縮
減
に
も

意
義
あ
る
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施
状

況
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
担
任
児
童
数
が
多
い
ほ
ど
、
平
日
の
学
内

勤
務
全
体
及
び
成
績
処
理
に
か
か
る
業
務
時
間

が
長
い
傾
向
に
あ
る
と
し
て
、
計
画
的
に
35
人

以
下
学
級
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

認
可
保
育
所
を
増
や
し
、
崇
仁

保
育
所
の
民
間
化
は
撤
回
を

　
ほ
り
議
員
は
、「
待
機
児
ゼ
ロ
」
と
言
う
が

入
所
を
断
念
し
た
保
護
者
や
、
希
望
す
る
保
育

園
に
入
れ
な
か
っ
た
保
護
者
が
い
る
こ
と
を
告

発
。
保
育
の
「
量
の
見
込
み
」
に
つ
い
て
今
年

度
を
ピ
ー
ク
に
し
て
い
る
計
画
を
見
直
し
、
認

可
保
育
所
を
中
心
に
増
や
す
と
と
も
に
さ
ら
な

る
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

の
成
長
発
達
に
と
っ
て
、
保
育
の
継
続
性
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
と
述
べ
、
崇
仁
保
育
所

の
民
間
化
は
や
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
４
年
連
続
待
機
児
ゼ
ロ
を
達
成
」

と
強
弁
し
つ
つ
も
、
計
画
に
つ
い
て
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
意
見
を
踏
ま
え
て
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
答
弁
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

公
務
の
民
間
化
は

福
祉
の
増
進
に
逆
行

　
ほ
り
議
員
は
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

推
進
セ
ン
タ
ー
、
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
、
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
体
化
は
リ
ス
ト

ラ
計
画
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
指
摘
。
自
治
体
本

来
の
役
割
で
あ
る
福
祉
の
増
進
に
逆
行
す
る
も

の
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
長
が
区
役
所
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
役

所
の
窓
口
は
自
治
体
の
顔
で
あ
り
、
高
い
専
門

性
が
必
要
と
主
張
。
民
間
委
託
で
、
個
人
情
報

が
漏
洩
す
る
危
険
性
も
高
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
歯
止
め

な
く
職
員
の
削
減
を
進
め
、「
公
的
サ
ー
ビ
ス
」

の
民
間
委
託
や
集
約
化
を
進
め
る
こ
と
は
、
自

治
体
の
公
的
役
割
を
放
棄
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
つ
な
が
る
も
の
と
指
摘
し
、
区
役
所
業

務
の
集
約
化
・
民
間
委
託
は
や
め
よ
と
強
く
求

め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
区
役
所
窓
口
業
務
は
市
民
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
と
認
め
な
が
ら
も
、

「
民
間
委
託
を
含
め
た
業
務
の
集
約
化
な
ど
を

検
討
す
る
」
と
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て
る
立
場

を
示
し
ま
し
た
。

バ
ス
一
日
乗
車
券
の
値
上
げ
は

撤
回
を

　
ほ
り
議
員
は
、
交
通
局
が
市
バ
ス
・
京
都
バ

ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
の
値
上
げ
を
年
度
内
に

も
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。
市

民
や
利
用
者
の
声
も
聞
か
な
い
や
り
方
は
、
あ

ま
り
に
拙
速
で
市
民
不
在
だ
と
厳
し
く
指
摘
し

ま
し
た
。
利
用
者
の
増
加
と
市
バ
ス
事
業
の
黒

字
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
「
一
日

乗
車
券
カ
ー
ド
」
の
値
上
げ
検
討
は
撤
回
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
多
く
の
方
が
４
回
以
上
利
用
、

１
回
あ
た
り
１
２
５
円
と
通
常
運
賃
と
の
価
格

差
が
大
き
い
た
め
見
直
す
、
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　1948年６月19日、衆・参両院で教育勅語等の
排除・失効が決議された。
「…これらの詔勅の根本理念が主権在君並びに神
話的国体観に基づいている事実は、明かに基本的
人権を損い、且つ国際信義に対して疑念を残すこ
ととなる。よって…これらの詔勅を排除し、その
指導原理的性格を認めないことを宣言する。政府
は直ちにこれらの詔勅の謄本を回収し、排除の措
置を完了すべきである。」（衆議院決議）

教育勅語の排除・失効



5月市会終了本会議での意見書・決議採択結果

提案会派 件　名 審議
結果

賛否（◯：賛成、●：反対）数字は議席数
共 自 公 民 維 京 無1 無2 無3
18 20 11 7 4 4 1 1 1

全会派 教員の働き方改革を求める意見書の提出に
ついて 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

自・公・民・維・
京・無（1・2・3）

ギャンブル等依存症対策などの抜本的強化
を求める意見書の提出について 可決 ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

共産 核兵器禁止条約に賛同することを求める意
見書の提出について 否決 ◯ ● ● ● ● ● ● ● ●

自・共・公・民・
京・無（1・2・3）

違法民泊対策の一層の強化を求める決議に
ついて 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

共産 「違法民泊」の根絶を求める決議について 否決 ◯ ● ● ● ● ● ● ● ●

維新 「違法民泊」等排除に向けた指導方針の確立
を求める決議について 否決 ◯ ● ● ● ◯ ● ● ● ●

共＝共産党　自＝自民党　公＝公明党　民＝民進党　維＝日本維新の会　京＝京都党　無1＝大西　無2＝豊田　無3＝やまず

月市会 終了本会議
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5 討論、意見書
5 月 30 日

　
赤
阪
議
員
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
し
か
し
、
意

見
書
案
は
、
逆
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
被
害
を
増
や

す
「
特
定
複
合
施
設
区
域
の
整
備
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
Ｉ
Ｒ
法
）
の
施
行
を
前
提
と
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｒ
法
は
、
カ
ジ
ノ
（
賭
博
場
）
を
中
核
と
す

る
「
カ
ジ
ノ
解
禁
推
進
法
」
で
あ
り
、
カ
ジ
ノ
の
設

置
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
患
者
を
増
や
す
も
の
と
指

摘
。
日
本
は
、
す
で
に
５
０
０
万
人
を
超
す
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
被
害
者
を
抱
え
て
お
り
、
カ
ジ
ノ
で
依

存
症
患
者
を
増
や
し
な
が
ら
、
カ
ジ
ノ
を
財
源
と
す

る
依
存
症
対
策
を
す
す
め
る
や
り
方
を
批
判
し
ま
し

た
。
カ
ジ
ノ
は
刑
法
が
禁
ず
る
賭
博
で
あ
り
、
他
人

の
不
幸
の
上
に
成
り
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
と
述
べ
、

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
」
と
い
う
な
ら
「
カ
ジ

ノ
解
禁
推
進
法
」
自
体
の
廃
止
を
行
う
べ
き
と
強
く

求
め
ま
し
た
。

　
や
ま
ね
議
員
は
、
６
月
に
行
わ
れ
る
国
連
会
議
で

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
国
際
的
に
「
違
法
化
」

す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
、
多
く
の
国
連
加
盟

国
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
、

同
条
約
へ
の
賛
同
を
国
に
求
め
る
重
要
性
に
つ
い
て

討
論
し
ま
し
た
。

　
条
約
の
草
案
は
、「
被
爆
者
お
よ
び
核
実
験
被
害

者
の
苦
難
に
留
意
」
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
、
被
爆
者
を
は
じ
め
、
日
本
と
世
界
の
草
の
根

の
運
動
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
こ
と
。
条
約
が
締
結

さ
れ
れ
ば
、
最
も
残
虐
な
核
兵
器
に
「
悪
の
烙
印
」

が
押
さ
れ
、
核
兵
器
を
保
有
し
使
お
う
と
す
る
国
は
、

政
治
的
道
義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
が
、
３
月
の
国
連
会
議
で
「
交
渉
に
参

加
し
な
い
」
と
表
明
し
、「
分
断
を
深
め
る
」
と
説

明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
分
断
」
を
つ
く
っ
て

い
る
の
は
核
保
有
国
と
追
随
す
る
一
部
の
同
盟
国
で

あ
る
と
指
摘
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
市
長
が
署

名
し
、「
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
を
訴
え
る

平
和
首
長
会
議
」
に
加
盟
し
て
い
る
京
都
市
か
ら
条

約
へ
の
賛
同
を
求
め
る
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
維
新
の
会

を
の
ぞ
く
全
会
派
共
同
提
案
の
、

「
違
法
民
泊
」
へ
の
「
対
策
を

求
め
る
」
決
議
案
と
、
維
新
の

会
提
案
の
「
排
除
に
む
け
た
」

決
議
案
、
日
本
共
産
党
提
案
の
「
根
絶
を
求
め

る
」
決
議
案
の
す
べ
て
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
無
許
可
営
業
の
「
違
法
民

泊
」
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
く
ら
し
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
壊
さ
れ
る
深
刻
な
事
態
が
広
が
っ
て
い

る
と
指
摘
。
さ
ら
に
党
議
員
団
の
独
自
の
調
査
で
、

許
可
を
得
た
簡
易
宿
所
に
お
い
て
も
、
従
業
員
不

在
で
対
面
で
の
鍵
の
受
け
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
違
法
状
態
が
放
置
さ
れ
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
違
法
民
泊
」
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

京
都
市
が
具
体
的
な
対
策
を
と
る
べ
き
と
し
て
、

人
員
体
制
の
抜
本
的
強
化
と
、
民
泊
対
応
部
署
は

全
市
１
カ
所
で
は
な
く
各
行
政
区
に
戻
し
、
実
態

に
見
合
っ
た
十
分
な
体
制
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
な
ど
の
抜
本
的
強
化
を

求
め
る
意
見
書（
案
） 

赤
阪
仁
議
員
が
反
対
討
論

核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

 
や
ま
ね
智
史
議
員
が
賛
成
討
論

「
違
法
民
泊
」に
関
す
る
3
つ

の
決
議（
案
）に
つ
い
て

 

く
ら
た
共
子
議
員
が
賛
成
討
論
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５
月
市
会
を
終
え
て

2
0
1
7
年
6
月
2
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一
、
５
月
30
日
、
15
日
間
の
会
期
を
終
え
て
５
月
市
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
今
市
会

の
冒
頭
で
議
長
・
副
議
長
が
、
辞
職
し
た
た
め
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
自
民
党

か
ら
寺
田
一
博
議
員
が
、
副
議
長
に
公
明
党
の
久
保
勝
信
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
党
議
員
団
は「
市
会
議
員
選
挙
結
果
に
お
け
る
民
意
の
反
映
と
し
て
市
会
第

一
党
か
ら
議
長
、
第
二
党
か
ら
副
議
長
の
選
出
を
」と
各
会
派
に
申
し
入
れ
、
副

議
長
候
補
に
北
山
忠
生
議
員
を
立
て
て
臨
み
ま
し
た
が
、
自
民
党
・
公
明
党
・
民

進
党
の
三
会
派
に
よ
る「
た
ら
い
回
し
」が
お
こ
な
わ
れ
当
選
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
議
会
選
出
監
査
委
員
も
共
産
党
外
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
自
民
党
、
民

進
党
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
５
月
市
会
に
提
案
さ
れ
た
市
長
提
案
の
議
案
19
件
の
う
ち
、
党
議
員
団
は
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
強
化
拠
点
と
し
て
元
山
王

小
学
校
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
等
の
配
置
を
行
う
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
賛
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
18
件
に
つ
い
て
、
保
育
の
規
制

緩
和
や
土
地
こ
ろ
が
し
防
止
措
置
の
停
止
に
よ
る
土
地
の
流
動
化
促
進
、
預
金
か

ら
投
資
へ
の
流
れ
を
誘
導
す
る
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
医

療
衛
生
部
門
の
集
約
化
に
よ
る
保
健
所
条
例
の
一
部
改
正
、
約
３
５
０
億
円
の
総

事
業
費
を
削
減
す
べ
き
時
に
、
西
庁
舎
一
階
部
分
全
面
に
賑
わ
い
施
設
を
つ
く
る

本
庁
舎
改
修
及
び
新
西
庁
舎
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
６
０
０
億
円
の
総
事

業
費
の
見
直
し
方
針
が
な
く
、
規
制
緩
和
に
よ
り
特
定
の
事
業
者
の
た
め
の
開
発

を
誘
導
す
る
賑
わ
い
ゾ
ー
ン
の
建
設
の
た
め
の
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
整
備
工

事
請
負
工
事
契
約
の
締
結
、
鷹
峯
市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
を
半
減
し
て
楽
只
市
営

住
宅
の
敷
地
内
に
新
棟
を
建
設
し
、
跡
地
を
民
間
活
用
す
る
楽
只
市
営
住
宅
新
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
教
育
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
で
あ
る
小
中
一
貫
に
よ
る
学
校

統
廃
合
を
進
め
る
向
島
小
中
一
貫
教
育
校
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
な

ど
13
議
案
に
反
対
し
、
残
る
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。
人
事
案
件
18
件
に
つ
い

て
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
２
件
と
市
教
育
委
員
会
委
員
１
件
に
は
反
対
し
、
残

る
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

一
、
議
員
提
案
の
意
見
書
・
決
議
に
つ
い
て
、
全
会
派
と
無
所
属
議
員
全
員
に
よ
る

共
同
提
案
の「
教
員
の
働
き
方
改
革
を
求
め
る
」意
見
書
案
が
全
会
派
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
党
議
員
団
以
外
の
会
派
提
案
に
よ
る「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
対
策
な
ど
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
」意
見
書
案
は
、
依
存
症
被
害
を
減
ら
す

ど
こ
ろ
か
逆
に
増
や
す「
Ｉ
Ｒ
法
＝
カ
ジ
ノ
解
禁
推
進
法
」の
施
行
を
前
提
に
し
た

も
の
で
あ
り
反
対
し
、
討
論
で
そ
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た「
違
法
民
泊
対

策
の
一
層
の
強
化
を
求
め
る
」決
議
案
を
維
新
の
会
以
外
の
他
会
派
と
共
同
提
案

で
提
出
す
る
と
と
も
に
、
党
議
員
団
独
自
に「
違
法
民
泊
の
根
絶
を
求
め
る
」決

議
案
を
提
案
し
、
維
新
の
会
が
提
案
し
た「
違
法
民
泊
等
排
除
に
向
け
た
指
導
方

針
の
確
立
を
求
め
る
」決
議
案
に
賛
成
し
、
討
論
で
わ
が
党
の
見
解
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
同
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」案
を
提
案

し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
門
川
市
長
が
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
賛
同
署
名
し

た
こ
と
や
平
和
首
長
会
議
の
動
き
も
紹
介
し
、
日
本
政
府
が
６
～
７
月
の
国
連
会

議
に
参
加
し
て
、
被
爆
国
政
府
の
責
務
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

一�

、
市
民
と
共
同
し
て
市
政
を
動
か
す
―
民
泊
問
題
、
美
術
館
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
切
断

問
題

　
　
党
市
会
議
員
団
は
、
市
民
の
切
実
な
要
求
に
応
え
る
議
会
論
戦
と
と
も
に
、
市

民
と
共
同
し
た
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
　
京
都
市
内
に
激
増
す
る
違
法「
民
泊
」に
対
し
て
、
党
議
員
団
あ
げ
た
東
山
区
の

実
態
調
査
を
は
じ
め
各
地
域
で「
民
泊
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
活
用
し
て
懇
談
・

相
談
活
動
に
取
り
組
み
、
様
々
な
苦
情
や
違
法
状
態
が
放
置
さ
れ
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
相
談
者
と
と
も
に
業
者
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
協
定
書

の
締
結
を
実
現
し
、
行
政
の
窓
口
に
相
談
に
行
く
な
ど「
民
泊
問
題
な
ら
共
産
党

に
」と
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
陳
情
な
ど
寄
せ
ら
れ
た
声

と
調
査
で
つ
か
ん
だ
実
態
を
本
会
議
質
問
や
委
員
会
質
疑
で
示
し
、
違
法「
民
泊
」

の
根
絶
に
向
け
て「
旅
館
業
法
関
連
の
部
署
を
各
行
政
区
に
再
配
置
し
、
対
応
で

き
る
だ
け
の
職
員
体
制
の
充
実
を
」「
許
可
し
た
施
設
に
お
い
て
許
可
条
件
が
守

ら
れ
て
い
る
の
か
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
」な
ど
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
ま
た
党
議

員
団
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
型
民
泊
で
努
力
さ
れ
て
い
る
方
と
の
懇
談
を
お
こ
な

い
、
京
町
家
の
保
全
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
る
本
来
の
民
泊
の
姿
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
引
き
続
き
違
法「
民
泊
」根
絶
と
職
員
体
制
の
充

実
を
求
め
て
全
力
を
上
げ
ま
す
。

　
　
市
美
術
館
が
、
再
整
備
計
画
の
一
環
で
敷
地
内
の
屋
外
に
展
示
さ
れ
て
い
る
所

蔵
作
品
を
切
断
撤
去
す
る
計
画
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
制
作
者
の
富
樫
実
氏

と
彫
刻
家
協
会
、
美
術
関
係
者
、
市
民
の
強
い
批
判
の
声
と「
現
状
で
の
保
存
を

求
め
る
」市
会
陳
情
が
出
さ
れ
、
５
月
市
会
文
化
環
境
常
任
委
員
会
に
お
い
て
議

論
に
な
り
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
切
断
は
作
品
の
破
壊
で
あ
り
美
術
館
の
歴
史

の
中
で
前
代
未
聞
で
あ
る
こ
と
、
切
断
撤
去
の
理
由
が
破
た
ん
し
て
い
る
と
と
も

に
市
民
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
何
よ
り
も
制
作
者
の
同
意
が
な
く

著
作
人
格
権
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
、
い
っ
た
ん
作
業
を
中
断

し
て
専
門
家
の
意
見
を
幅
広
く
聞
き
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
保
存
を
求
め
ま
し
た
。

審
議
を
通
じ
て
文
化
芸
術
政
策
監
は「
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
た
い
。
い
ろ
ん
な
形

で
研
究
し
、
努
力
を
重
ね
た
い
」と
工
事
の
中
断
を
表
明
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
保
存
す
る
う
え
で
一
歩
前
進
で
あ
り
、
市
民
と

関
係
者
の
粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で
す
。
党
議
員
団
は
改
め
て
見
解
を
発
表
し
、

「
移
設
あ
り
き
、
切
断
あ
り
き
」方
針
の
撤
回
と
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
保
存
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
向
島
図
書
館
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
た
京
都
名
誉
市
民
で
あ
る
桑
原

武
夫
氏
の
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
が「
一
時
保
管
す
る
場
所
が
な
い
」と
の
理

由
で
上
司
や
遺
族
へ
の
相
談
、
確
認
す
る
こ
と
な
く
廃
棄
処
分
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
発
覚
し
ま
し
た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
切
断
撤
去
計
画
と
と
も
に
京
都
市
の
文
化

行
政
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
問
題
と
し
て
厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

一�

、
市
民
の
願
い
こ
た
え
て
―
就
学
援
助
の
拡
充
、
教
員
の
働
き
方
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
議
決
案
件
に

　
　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
就
学
援
助
制
度
の
新
入
学
学
用
品
費
等
の
早
期
支
給
に

つ
い
て
、
２
月
市
会
で
の「
検
討
す
る
」と
の
答
弁
を
受
け
て
、
学
校
入
学
準
備
に

間
に
合
う
よ
う
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
、「（
転
出
な
ど
で
入
学
し
な
か
っ
た
場
合

の
返
還
な
ど
の
）課
題
は
あ
る
が
、
制
度
の
充
実
に
向
け
検
討
す
る
」と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
教
職
員
の
働
き
方
に
関
し
て
、
教
師
の
超
勤
縮
減
に
意
義
の
あ
る
市
教
委
作
成

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の
検
証
を
求
め
、「
調
査
し
、
実

態
把
握
に
努
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
切
な
運
用
に
努
め
る
」と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
教
員
の
定
数
改
善
」を
国
に
向
け
た
重
点
要
望
に
入
れ
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
初
め
て「
小
学
校
２
年
生
の
35
人
学
級
の
早
期
法
制

化
」が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
市
美
術
館
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
決
定
の
際
に
議
会
の
関
与
が
な
い
こ

と
が
市
民
か
ら
問
題
視
さ
れ
、「
看
過
で
き
な
い
」と
し
て
議
会
に
会
派
代
表
に
よ

る「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
検
討
会
議
」を
設
置
し
、
京
都
市
会
基
本
条
例
の
議
決
案

件
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
対
象
施
設
の
選
定
を
加
え
る
京
都
市
会
基
本
条
例
の
一

部
改
正
を
共
同
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
方
針
決
定
の

際
に
議
会
の
関
与
を
高
め
、
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

一�

、
自
治
体
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
―
待
機
児
童
問
題
、「
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く

み
局
」設
置
、
窓
口
業
務
の
民
間
移
管
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
漏
洩
な
ど

　
　
保
育
所
入
所
待
機
児
童
に
関
し
て
、
京
都
市
が
今
年
度
初
め
て
８
５
６
人
に
第

一
次
入
所
保
留
通
知
を
送
っ
た
こ
と
を
公
表
し
、
現
実
に
入
所
を
断
念
し
た
り
、

希
望
す
る
保
育
園
に
入
所
出
来
な
か
っ
た
保
護
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
本
市
の「
保
育
の
量
の
見
込
み
」の
見
直
し
と
公
有
地
へ
の
保

育
所
建
設
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は「
４
月
当
初
で
国

の
新
基
準
で
も
待
機
児
童
は
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い
る
」と
強
弁
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
年
も
利
用
申
し
込
み
を
し
な
が
ら
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童
は
５
４
６
人

（
４
月
１
日
現
在
）で
あ
り
、
待
機
児
童
の
存
在
は
明
ら
か
で
す
。

　
　
４
月
の
機
構
改
革
で
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局
、
区
役
所
で
子
ど
も
は
ぐ
く
み

室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
党
議
員
団
は
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
含
め
て

行
政
の
役
割
の
発
揮
を
求
め
て
い
ま
す
。
行
政
区
か
ら
本
庁
に
集
約
化
さ
れ
た
医

療
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
医
療
衛
生
部
門
に
つ
い
て
、
各
区
役
所
で
90
人
体
制
で
あ
っ

た
民
泊
対
応
の
部
署
が
一
か
所
に
18
人
に
集
約
さ
れ
市
民
が
違
法
行
為
を
訴
え
て

も
直
ち
に
改
善
さ
れ
な
い
事
態
が
生
ま
れ
て
お
り
、
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
京
都
市
は「
民
間
に
で
き
る
も
の
は
民
間
に
」と
区
役
所
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
区
役
所
の
窓
口
業
務
は
、
住
民
と
身
近
に

接
す
る
場
で
あ
り
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
民
間
委
託
は
個
人
情
報
が

漏
洩
さ
れ
る
危
険
性
が
高
く
、
自
治
体
の
公
的
役
割
を
放
棄
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
民
間
委
託
検
討
を
や
め
る
よ
う
に
求
め
ま
し

た
が
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
効
率
化
の
検
討
を
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

　
　
本
市
の
２
０
１
７
年
度
個
人
市
府
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
に
お
い

て
、
事
務
処
理
の
誤
り
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
の
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る
事

態
が
発
生
し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
本
質
的
危
険
性
を
示
す
も
の
で
あ

り
、通
知
書
へ
の
記
載
の
中
止
と
関
係
者
へ
の
謝
罪
、調
査
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
　
交
通
局
は
、「
市
バ
ス
・
京
都
バ
ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
」値
上
げ
を
検
討
す
る

「
懇
話
会
」を
６
月
に
立
ち
上
げ
、
今
年
８
月
に
も
結
論
を
出
し
、
年
度
内
に
も
値

上
げ
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。
党
議
員
団
は
、
市
バ
ス
事
業
は
13
年
連
続
黒
字
が

続
い
て
お
り
、
過
去
の
累
積
赤
字
も
解
消
し
て
お
り
、
市
民
に
負
担
を
押
し
付
け

る
こ
と
に
道
理
が
な
い
こ
と
。
バ
ス
経
営
の
面
、
歩
行
者
優
先
の
京
都
市
の
方
針

か
ら
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
４
月
24
日
に
値
上
げ
検
討

の
撤
回
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
　
京
都
市
の
新
税
を
検
討
す
る
委
員
会
は
，
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
宿
泊
者
に

課
税
す
る『
宿
泊
税
』を
導
入
す
べ
き
と
す
る
答
申
案
を
ま
と
め
、
市
民
意
見
を
募

集
し
た
上
で
８
月
に
最
終
答
申
を
出
す
予
定
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
党
議
員
は

「
違
法
民
泊
な
ど
実
態
把
握
も
で
き
な
い
中
で
税
の
公
平
性
な
ど
ど
う
担
保
す
る

の
か
」な
ど
問
題
点
を
質
し
ま
し
た
。

一�

、
共
謀
罪
法
案
、
高
浜
原
発
再
稼
動
、
核
兵
器
禁
止
条
約
―
国
に
は
っ
き
り
も
の

を
言
う
べ
き

　
　
党
議
員
団
は
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
共
謀
罪
法
案
に
つ
い
て
、
内
心
の
自

由
や
良
心
の
自
由
を
保
障
す
る
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
廃
案
を
求
め
る
と

と
も
に
、
市
長
の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。
市
長
は
答
弁
せ
ず
、
総
合
企
画
局
長

が「
国
会
に
お
い
て
十
分
議
論
さ
れ
、
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
が
必
要
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
　
高
浜
原
発
再
稼
働
に
あ
た
っ
て
、
安
全
性
の
確
認
も
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
の
め
ど
も
立
た
ず
、
本
市
の
原
発
事
故
避
難
計
画
や
訓
練
も
不
十
分
で
あ
り
、

市
長
に
再
稼
働
反
対
の
声
を
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
副
市
長
が
従
来
の
認

識
と
対
応
を
述
べ
る
だ
け
で
、「
関
西
広
域
連
合
の
枠
組
み
で
国
及
び
関
西
電
力

に
安
全
保
障
等
を
申
し
入
れ
て
い
る
」と
他
人
事
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
　
国
会
は
い
よ
い
よ
最
終
盤
に
な
り
ま
し
た
。
共
謀
罪
法
案
の
強
行
を
許
さ
ず
参

議
院
で
廃
案
に
追
い
込
む
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
核
兵
器
禁
止
国
際

条
約
の
締
結
を
め
ざ
す
国
連
会
議
も
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
被
爆
者
と
人
類
の

悲
願
で
あ
る
核
兵
器
廃
絶
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
条
約
の
締
結
へ
日
本
政
府
が

ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
発
揮
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　
　
18
人
の
党
議
員
団
の
総
力
を
発
揮
し
、
公
約
の
実
現
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

運
動
、
何
よ
り
も
市
政
の
転
換
に
向
け
て
引
き
続
き
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

声
明
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文

下京区

北　区副団長　北山 ただお 山科区

　市美術館の正面入り口近くのモニュメント。それが
美術館の再整備に合わせて切断撤去されようとしてい
る。制作者の無念はいかばかりか。多くの市民が立ち
上がり美術館に抗議の声を上げた。私も委員会審議で
「工事を中断して再検討を」と追及。他会派も「そう
すべき」と同調。最後は政策監が「いったん工事を中
断する」と表明。運動の一歩前進、市民運動と党議員
団の論戦の大きな成果だ。

　産業観光局質疑で卸売市場第一市場の一部に民間事
業者を誘致する「賑わいゾーン」計画を非公開で進め
ていることを批判。京都市は「賑わいゾーン」で周辺
商店街が活性化するとしていますが何ら方策は示され
ていません。
　交通局質疑では岡崎公園駐車場の入場待ちの車列を
整理するだけで「みやこめっせ」周辺の交通混雑の一
部解消は可能と指摘しました。５月の連休中、市バス
32号系統で河原町御池から「みやこめっせ」まで約
50分要した事態が発生していました。

　５月市会では、議長及び副議長の選挙が行われまし
た。民意を反映し、民主的運営を行うためにも「第一
党から議長、第二党から副議長」は憲政の常道であり、
国会でもそうなっています。ところが、京都市会では、
35年にわたって「市会第二党」である党議員団が副
議長から排除されています。私は長年副議長に立候補
していますが、未だに阻まれています。2017年度市
会のスタートに当たり、議会の民主的改革こそまず実
現していかなくてはならないと決意新たです。

民間誘致を非公開で進める
市政を批判

またもや、たらいまわし
市会改革は急務

モニュメントの
切断破壊に待った !!

常任委員会トピックス
●
行
財
政
局

· 

京
都
市
執
行
機
関
の
付
属
機
関
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

· 

京
都
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

· 

京
都
市
本
庁
舎
改
修
工
事
及
び
新
西
庁
舎

（
仮
称
）新
築
工
事（
電
気
設
備
工
事
、
衛

生
設
備
工
事
、
空
気
調
和
設
備
工
事
）の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

· 「
京
都
市
住
み
た
い
・
訪
れ
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
係
る
財
源
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」答
申
案
に
係
る
市
民
意
見
募

集
に
つ
い
て

· 

住
民
税
特
別
徴
収
通
知
書
へ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
に
つ
い
て

·
元
清
水
小
学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

· 

高
浜
原
発
3
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て

●
消
防
局

· 

京
都
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
等
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

●
総
合
企
画
局

·
北
陸
新
幹
線
計
画
に
つ
い
て

●
文
化
市
民
局

· 

陳
情
審
査
　「
二
条
城
外
堀
周
囲
に
お
け

る
生
け
垣
の
改
善
」

· 

陳
情
審
査
　「
美
術
館
展
示
作
品
の
安
全

対
策
及
び
保
存
設
置
」

· 

元
立
誠
小
学
校
跡
地
活
用
に
お
け
る
文
化

事
業
、
映
画
文
化
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

· 

L
G
B
T
（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
方

へ
の
本
市
の
今
年
度
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
· 

二
条
城
の
文
化
財
保
存
の
課
題
と
第
二
駐

車
場
問
題
に
つ
い
て

· 

青
土
社
彫
塑
研
究
会
及
び
銅
版
画
団
体
の

白
川
小
学
校
使
用
期
限
問
題
に
つ
い
て

●
環
境
政
策
局

· 

大
岩
街
道
周
辺
地
域
で
発
生
し
た
火
災
事

故
に
つ
い
て

· 「
民
泊
」か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
に

つ
い
て

●
保
健
福
祉
局

· 

区
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
に
医
師
を
配
置
す

べ
き

· 

違
法
民
泊
に
対
す
る
対
策
強
化
、
営
業
停

止
を

·
国
民
健
康
保
険
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会

· 

向
島
地
域
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
で
教
育

条
件
が
低
下
す
る

· 

市
立
図
書
館
に
お
け
る
桑
原
武
雄
蔵
書
の

廃
棄
、
財
団
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

·
定
時
制
単
独
高
校
の
新
設
に
つ
い
て

· 

京
北
地
域
の
小
中
学
校
統
廃
は
通
学
困
難

を
招
く

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

· 

保
育
・
学
童
保
育
の
入
所
、
待
機
状
況
に

つ
い
て

· 

子
ど
も
食
堂
等
の
支
援
は
、
実
態
に
即
し

て
行
う
べ
き

· 

児
童
養
護
施
設
退
所
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
は

丁
寧
に

· 

保
育
園
に
お
け
る
障
害
児
の
受
け
入
れ
状

況
に
つ
い
て

· 

移
管
先
選
定
委
員
会
の
開
催
周
知
方
法
の

改
善
、
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
を

· 

公
立
保
育
所
の
民
間
移
管
、
公
民
の
給
与

格
差
は
保
育
の
質
に
直
結
す
る

●
都
市
計
画
局

· 

地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
等
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

· 

楽
只
市
営
住
宅
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

· 「
京
町
家
の
保
全
・
継
承
に
関
す
る
条
例
」

骨
子
案
の
市
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

· 

自
民
・
富
議
員
　
市
立
浴
場
と
旧
改
良
住

宅
に
つ
い
て

●
建
設
局

·
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

·
深
草
東
部
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

· 

京
都
市
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
整
備
工

事
の
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

· 

水
産
棟
整
備
に
関
わ
る
基
本
設
計
に
つ
い

て
· 
第
一
市
場
の
に
ぎ
わ
い
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

者
応
募
状
況
と
選
考
審
査
に
つ
い
て

· 

中
小
企
業
振
興
条
例
、
中
小
企
業
政
策
に

つ
い
て

●
交
通
局

· 「
市
バ
ス
の
乗
車
環
境
を
考
え
る
懇
話
会
」

の
設
置
に
つ
い
て

·
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
市
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
局

· 

平
成
29
年
度
上
下
水
道
局
運
営
方
針
に
つ

い
て

総
務
消
防
委
員
会

（
2
0
1
7
年
5
月
23
日
）

文
化
環
境
委
員
会

（
2
0
1
7
年
5
月
24
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
2
0
1
7
年
5
月
23
日
）

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
2
0
1
7
年
5
月
23
日
）

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
2
0
1
7
年
5
月
24
日
）
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区くらた 共子 上京区

加藤 あい 左京区河合 ようこ 西京区

玉本 なるみ 北　区

西野 さち子 伏見区西村 よしみ 右京区

　今議会で日本共産党を代表して本会議質問をしまし
た。共謀罪、高浜原発の再稼働、介護保険制度改悪へ
の対策、違法民泊の取り締まり等の対策、市営住宅の
空き部屋改修や浴槽改修等について質問しましたが、
具体的な例を示したにも関わらず問題意識が全く感じ
られない答弁でした。高浜原発の再稼働は周辺自治体
や滋賀県知事からも懸念が出されています。何に対し
ても国言いなりの姿勢で、市民に向き合うことのない
市長の姿がはっきりしました。

　美術館前のモニュメント（富樫実さん制作）の切
断・移設工事を開始した京都市が、一旦工事を止めて
再検討すると表明。良かった！議会では、制作者の意
向、作品保存を最優先で考えたのかと議論になりまし
た。工事を止めた何よりの力は、美術家の方々はじめ、
市民が制作者の意向を尊重し、モニュメントを守る具
体的提案もされ、市や議会に粘り強く働きかけられた
こと。「あきらめず声を上げること」の大事さを改め
て教えられました！　安倍首相の憲法無視、共謀罪法
案を通させない運動も最後まで「あきらめない」。

　高浜原発４号機再稼働直後、総務消防委員会で市に
「再稼働反対」を表明するよう求めました。京都市は
15年２月に結成された高浜原発地域協議会に第２回
以降、毎回出席しながら「国や関西電力の意見を聞く
というスタンスで来た」ので一度も発言をしなかった
と説明。「規制委員会の認証も得たもの」、「一定の安
全対策が図られた」との判断を示しました。規制委員
会自体が安全と言わないなか、稼働を許すことは住民
の命を守る自治体の役割放棄だと言わなければなりま
せん。原発ゼロを求める多くの市民のみなさんと京都
市に転換を迫っていきたいと思います。

　国保料を払ったら最低生活費を割る世帯への対策を
求め、また子沢山の律儀者ほど均等割が高くなる問題
点を指摘しました。「現行減免制度の活用を」との平
凡な答弁に終始。転入や職域保険脱退後、時を経て国
保加入申し込みの場合、２年間の保険料遡及支払いに
ついては、「払って頂く」としつつ「資格はある」と
の答弁。窓口ではまず保険証の交付を求めましょう。
　無許可・許可取得後許可要件欠落＝「違法」民泊へ
の指導強化等対策を求め、再三質問しています。

　民泊決議案について討論しました。無許可等の「違
法民泊」で、住民生活と正当な旅館業に支障が出てい
ます。「夜中にインターホーンが鳴らされる。庭まで
人が侵入、宿泊客が大声で騒ぎ眠れない。タバコのポ
イ捨て火事が心配、事業ゴミとして処理されずカラス
が集まる」等々。京都市は１カ所18人に集約した民
泊担当部署を各行政区90人の体制に戻し「違法民泊」
の根絶に力を尽くすべきです。

　４月、京都市の公衆衛生分野で、大きな変化があり
ました。各行政区の保健センターに配属されていた医
師が、京都市本庁に集約化され、北区・上京区や山科
区・東山区、南区・下京区では地域を兼任担当されま
す。医師不足の状況もあってのことですが、公衆衛生
の後退にならないか、厳しく追及しました。引き続き、
公衆衛生の充実に向けて取り組んでいきます。安倍政
権の下、福祉の後退を許さない立場で、全力で奮闘し
ます。

　５月市会の審議機関は、15日間と短かったが議員
団の論戦は充実していました。市政の課題はたくさん
あるが、美術館モニュメントの切断・解体計画では市
の文化芸術政策を厳しく追及。住民の平穏と観光客の
安全が問題の民泊問題対策は進まず、保育所に入れな
い待機児童が500人近く残され今年も大問題になって
います。更に巨大開発が市財政に課題を残しています。
市民の運動と日本共産党市議団の論戦が市政の課題を
深くえぐりました。

　28日、京都市消防団総合査閲に参加しました。今
年総務消防委員長となり、昼の行事を最後まで見学さ
せていただきました。全行政区代表の11分団の訓練
披露は全力投球でした。来賓席は正面に設けられてい
たのですが、一日中日差しで眩しく、終了後にお会い
した方に「なんかいつもより黒くなってるね」と言わ
れました。子どものころ「インドのカラス」と言われ
るほど、夏には真っ黒になるまで外で遊んでいたのを
思い出します。若者、女性、年配の各消防団員の方々
のこれまでの訓練に敬意を表したいです。

公衆衛生、
福祉の後退を許さない！

課題山積の京都市政

国民健康保険や
民泊について追及

「違法民泊」根絶、
規制強化で京都を守れ！

総務消防委員長として
初めての公務

危機感の感じられない
京都市政

原発再稼働にNO！の声を
あげる京都市に

最後まで、 あきらめずに
声を上げよう
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ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　教育福祉委員会所属となりました。保育、学校、医
療、介護、障害、保健…切実な課題で奮闘中です。
　今議会では、向島小中一貫校の建設議案について質
疑しました。４校が統合して900人規模の学校となる
ことで、36クラスが20クラスに減少します。教育リ
ストラです。下京区唯一の市営保育所の民営化も計画
されています。コスト削減のためと認めています。数
百億円を賑わい施設に支出するなら、京都市は子ども
達のために使うべきです。

　違法民泊は、近隣住民にとって切実な問題です。住
民の安全を守れないし、ちゃんとルールを守って営業
しておられる善良な業者さんの営業を守る為にも、行
政側の相談体制が急務です。くわえて、京都市は町家
を保存する為の条例を作って、所有者に対し町家の解
体などに罰則を設けるなどして、古都京都を守るとい
いますが、今まで散々規制緩和してきて京都を壊して
きた責任は誰にあると思っているのでしょうか！
　これからもみなさんの声を市会に届けていきます。

　教育問題を中心に、議員になって２回目の代表質
問をしました。教育勅語や改訂学習指導要領の問題
点、教職員の働き方改革や教育の自主性を保障するこ
と、就学援助の入学準備金の早期支給などを求めまし
た。今議会では、全会派一致で「教員の働き方改革を
求める意見書」を国に提出することができました。ま
た、国への重点要望の中に「教職員の定数改善」が明
記されたことも、一歩前進です。これからも頑張りま
す。

　年度が変わり、委員会の構成が変わりました。新た
に消防局が産業観光局に入れ替わり、もともと仕事を
してきた中小企業のみなさんの営業やくらしについて
直接質問ができるようになり、５月24日に開かれた
委員会では、中小企業振興基本条例や振興会議、実態
調査の重要性にせまりました。産業観光局は「条例の
必要性があれば」といつも通りの答弁でしたが、他党
のみなさんからも中小企業振興基本条例の必要性が語
られ、次につながる議論となりました。

　京都市は、平成29年度個人市・府民税の特別徴収
税額決定通知書でマイナンバー等の個人情報が第三者
に知りうる状態になる事案が２件（３人分）発生しま
した。
　国は事業者に、従業員の個人番号の徹底した管理を
罰則付きで求める一方、あらゆる行政手続きで本人確
認もあいまいなまま個人番号を使っています。個人情
報漏洩について危機感が無さ過ぎます。国民の税・社
会保障情報を一元管理し、給付削減を狙う、マイナン
バーは廃止を！

　2020東京パラリンピックに向け「車いすフェンシ
ング」の強化拠点整備（元山王小学校）のための補正
予算が可決されました。障害者スポーツの環境整備と
いう立場から共産党も賛成。関係者の方から「練習場
所や機器の確保」「選手をサポートする人材の養成」
などのご苦労も伺いました。どんなスポーツでも、そ
の振興のためには、オリンピック・パラリンピック後
も、継続した環境整備が大切です。引き続きスポーツ
関係者のみなさんと力を合わせがんばります。

　京都市は事業所への税通知の際に、従業員のマイナ
ンバーも記入し、普通郵便で発送しました。その数約
５万件、約40万人分。その中で、間違ったマイナン
バーを送付するという重大なミスが発生しました。共
産党は、少なくとも、マイナンバーを郵送することは
やめるべきと言い続けてきました。
　このような事態になってもなお、京都市に危機意識
があまりないところに事態の深刻さがあります。やは
り、マイナンバー制度そのものをやめさせる必要があ
ります。

障害者スポーツの環境整備へ
京都市も積極的役割を

中小企業振興基本条例の
制定は必要

マイナンバーの
情報漏えいは責任重大

マイナンバーの誤送付に
危機意識なし

安上がりの子ども施策は
質の後退を招きます

教員の働き方改革は、
子どもたちの学習権保障

市民の願う
安心安全のまちづくりを !!［申し入れ］　 特別徴収税額決定通知書へのマイナンバー記載の中

止と責任ある対応を求める申し入れ（2017/05/30）
［見　　解］　 市美術館モニュメント切断工事の中断にあたって

（2017/05/25）
［申し入れ］　 議長・副議長・監査委員の選出にあたって

（2017/05/17）
［申し入れ］　 高浜原発３・４号機再稼働反対を求める申し入れ

（2017/05/16）
［抗議声明］　 美術館敷地における寄贈モニュメントの切断撤去工

事着工に抗議する（2017/05/09）
［声　　明］　 山本幸三地方創生担当大臣の暴言に抗議し、本市の

文化行政の充実を求める（2017/04/27）
［申し入れ］　 「市バス・京都バス一日乗車券カード」（一日乗車券

カード）値上げ検討の撤回を求める申し入れ
（2017/04/24）

［申し入れ］　京都市の民泊対応に対する緊急申し入れ
　　　　　　（2017/04/10）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。
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。
市
会
議
員
団
に

残
し
て
い
た
だ
い
た
お
二

人
の
財
産
を
生
か
し
、
市

民
の
命
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
事
務
局
員
一
同
い
っ

そ
う
頑
張
る
決
意
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
池
田 

文
穂
）


